
平成１７年１２月 ９日

関 係 各 位

福 岡 市 港 湾 局

「シーサイドももち開発計画公募」事業予定者の決定について（お知らせ）

平成１７年８月２５日～平成１７年１０月３１日にかけて公募していました「シーサイド

ももち開発計画」については，１件の応募があり，学識経験者等で構成する「シーサイドも

もち土地処分委員会」の審査を経て，別紙のとおり事業予定者を決定いたしましたのでお知

らせします。

【お問い合わせ】

港湾局総務部土地利用推進課 江口

℡２８２－７２８０



「シーサイドももち開発計画公募」事業予定者の決定について

１．事業予定者（共同提案）

代表事業者；学校法人 高木学園（福岡市博多区対馬小路１３－２０，理事長；高木邦格）

構成事業者；医療法人社団 高邦会（大川市酒見１４１－１１，理事長；高木邦格）

２．対象地の概要

所 在 地；早良区百道浜３丁目901-60,61,62,63

面 積；23,117㎡

売却価格；５６億円

３．事業計画概要

教育，福祉，保健・医療の３つの機能を併設した施設を計画し，医療福祉の人材育成及び

実践を通じ，地域の医療福祉の発展と高齢化社会に向けた福祉水準の向上を目指す。

また，各施設の一部を地域交流のスペースとして提供し，豊かな地域社会づくりに貢献す

ることを目指す。

（１）施設用途

・教 育 施 設；医療福祉系専門学校・大学院，図書館，グランド

・福 祉 施 設；在宅総合サービス施設，体育館

・保健・医療施設；病院（リハビリテーション，予防医学等）

（２）地域交流プラン

・図書館，グランド及び体育館の開放。地域交流ゾーンの設置や健康教室の開催。

４．今後の予定

・土地処分議案上程 ………… 平成１８年２月議会

・土地売買契約～引き渡し … 平成１８年３月

（事業スケジュール）

実施計画策定，建築手続き 着 工 竣 工 開 業→ → →

（平成１８年９月 （平成２０年９月 （平成２１年３月）） ）



シーサイドももち開発事業計画（提案書）概要

項 目 内 容

事業予定者 代表事業者･･･学校法人高木学園

構成事業者･･･医療法人社団高邦会

， 。ももち地区のすぐれた環境と利便性を活かして 以下の施設を設置

①保健・医療・福祉の各分野において高度な専門性を備えた専門

職を養成する教育施設。

②医療従事者の育成の身近な実習の場として，また，本格化する

。高齢化社会に向けた地域の福祉水準の向上に貢献する福祉施設

③上記の教育及び福祉施設の機能を支援する医療施設。

整備・開発の考え方 教育，福祉，保健・医療の機能が補完しあい，相乗効果を発揮する

ことにより，ももち地区の活性化，環境保全ひいては，まちづくりに

貢献するとともに，各施設の一部を地域交流スペースとして提供し，

豊かな地域社会づくりに貢献することを目指す。

教育ゾーン･････････大学院・医療福祉系専門学校

福祉ゾーン･････････在宅総合サービス事業（訪問看護ステー

ション，居宅介護支援事業，地域支援事業，

通所介護，通所リハビリテーション）

保健・医療ゾーン･･･病院(リハビリテーション，予防医学など)

保健・医療・福祉の各分野で将来，指導的な役割を担うより高度な

医療福祉専門職の育成，また，異なる分野の専門職が協力してケアに

教育ゾーン あたる「チーム医療」に応えるための医療従事者の養成を目的とした

用 施設。

テレビ会議システムを用いた同時双方向遠隔授業の実施。

福岡市が進める「すべての市民が共に生き生きと暮らせる福祉のま

福祉ゾーン ちづくり」に沿った考え方を踏襲するための施設。

福岡県南地区で運営している在宅総合サービス施設を，シーサ

イドももち地区においても展開する。

途 上記教育関連施設で養成する医療福祉の専門職の教育にとって欠か

保健・医療 せない臨床実習教育の施設。

ゾーン コメディカルと呼ばれる医療や福祉の専門職が臨床技術の実践

の場として不可欠な質の高い医療機関を目指す。



項 目 内 容

各施設の一部（図書館，グランド及び体育館）を地域交流スペース

地域交流プラン として開放するとともに，地域交流ゾーンの設置や健康教室の開催な

どを行う。

・地球環境に配慮した施設として，自然採光の積極的利用や緑化によ

る熱負荷の低減などエコロジカルな計画とする。

・アメニティ空間を充実させ，施設を積極的に開放し，施設利用者や

周辺住民のコミュニケーションの場として活用できる計画とする。

・地域景観との調和を図り，百道浜に適した意匠計画とし，ユニバー

サルデザインを基本方針として，全ての人々にとって安全で利用し

建築提案概要 やすい施設づくりを行う。

・十分な耐震性能を確保し，地域の避難場所として建物機能の維持を

図る。

・施設の基本計画は，教育施設８階，福祉施設３階及び保健・医療施

設１１階，総延べ床面積は，約５万２千㎡となっており，今後，実

施計画の策定にあたり，関係機関等と協議しながら，良好な市街地

環境の形成を図る。

・平成１８年９月頃に着工，平成２０年９月頃に竣工し，平成２１年

３月に事業開始予定。

《施設等配置案イメージ図》
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